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(57)【要約】
【課題】内視鏡の操作部に不完全な状態で固定されるこ
とを防止することができる内視鏡用洗浄アダプタを提供
する。
【解決手段】洗浄アダプタ１は、吸引側接続部材１０と
、送気／送水側接続部材２０と、固定板としての連結板
３０と、固定機構４０とを具備している。吸引側接続部
材１０は、吸引用シリンダ１３２に接続される。送気／
送水側接続部材２０は、送気／送水用シリンダ１３３に
接続される。連結板３０には、吸引側接続部材１０およ
び送気／送水側接続部材２０が固定されている。固定機
構４０は、連結板３０に対する相対的な位置が第１の方
向Ｄ１に変化するように、連結板３０に移動可能に取り
付けられていると共に、第１の方向Ｄ１において近接さ
せることによって吸引用シリンダ１３２および送気／送
水用シリンダ１３３に設けられたフランジ部１３８，１
３９に係合される第１の固定部材４１および第２の固定
部材４２を含んでいる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の操作部に設けられた吸引用シリンダに接続される吸引側接続部材と、
　前記操作部に設けられた送気／送水用シリンダに接続される送気／送水側接続部材と、
　前記吸引側接続部材および前記送気／送水側接続部材が固定された固定板と、
　前記固定板に対する相対的な位置が第１の方向に変化するように、前記固定板に移動可
能に取り付けられていると共に、前記第１の方向において近接させることによって前記吸
引用シリンダおよび前記送気／送水用シリンダに設けられたフランジ部に係合される第１
の固定部材および第２の固定部材を含む固定機構と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項２】
　前記第１の固定部材は、前記フランジ部に係合される板状の第１の係合部を含み、
　前記第２の固定部材は、前記フランジ部に係合される板状の第２の係合部を含み、
　前記第１の係合部と前記第２の係合部は、互いに対向するように配置されていることを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項３】
　前記第１および第２の係合部の各々は、互いに対向し、且つ前記フランジ部に対応した
形状の切り欠き部を有し、
　前記切り欠き部は、前記第１および第２の係合部が前記フランジ部に係合する際に、前
記フランジ部に当接することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項４】
　前記第１の固定部材は、更に、前記固定板に係合される第３の係合部と、前記第１の係
合部と前記第３の係合部とを接続する第１の接続部とを含み、
　前記第２の固定部材は、更に、前記固定板に係合される第４の係合部と、前記第２の係
合部と前記第４の係合部とを接続する第２の接続部とを含み、
　前記固定板は、前記第１の係合部と前記第３の係合部の間、前記第２の係合部と前記第
４の係合部の間および前記第１の接続部と前記第２の接続部の間に位置することを特徴と
する請求項３に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項５】
　前記固定板は、前記第１の方向に沿った形状の第１の溝部および第２の溝部を有し、
　前記第１の固定部材は、更に、前記第３の係合部に接続され、前記第３の係合部から前
記第１の係合部に向けて突出し、前記第１の溝部に挿入される第１の柱状部を含み、
　前記第２の固定部材は、更に、前記第４の係合部に接続され、前記第４の係合部から前
記第２の係合部側に向けて突出し、前記第２の溝部に挿入される第２の柱状部を含み、
　前記第１の柱状部は、前記第１の溝部内を前記第１の方向にスライド可能であり、
　前記第２の柱状部は、前記第２の溝部内を前記第１の方向にスライド可能であることを
特徴とする請求項４に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項６】
　前記吸引側接続部材および前記送気／送水側接続部材は、前記第１の方向に直交する第
２の方向に沿って並ぶように配置され、
　前記第１の係合部と前記第３の係合部と前記第１の接続部を合わせた部分の、前記第２
の方向に垂直な断面の形状は、コの字状であり、
　前記第２の係合部と前記第４の係合部と前記第２の接続部を合わせた部分の、前記第２
の方向に垂直な断面の形状は、コの字状であることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡
用洗浄アダプタ。
【請求項７】
　更に、前記第１および第２の固定部材の相対的位置の変化が可能になる可動状態と前記
第１および第２の固定部材の位置が固定される固定状態とを切り替える操作部材を具備す
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項８】
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　前記操作部材は、前記固定板に回動可能に取り付けられ、回動された位置によって前記
可動状態と前記固定状態とを切り替え、
　前記第１および第２の固定部材が前記フランジ部に係合する位置にある場合には、前記
操作部材は前記固定状態を実現する位置である固定位置に回動可能であるが、前記第１お
よび第２の固定部材が前記フランジ部に係合しない位置にある場合には、前記操作部材は
前記固定位置に回動しないことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項９】
　前記第１の固定部材は、更に、第１の切り欠き部を有し、前記第１の方向に延びる第１
の延出部を含み、
　前記第２の固定部材は、更に、第２の切り欠き部を有し、前記第１の方向に延びる第２
の延出部を含み、
　前記操作部材は、前記第１の延出部と前記第２の延出部の間に配置された柱状部を含み
、
　前記第１および第２の切り欠き部は、前記第１および第２の固定部材が前記フランジ部
に係合する位置にある場合には、前記第１の切り欠き部と前記第２の切り欠き部の間に、
前記固定位置に前記操作部材が回動されるように前記柱状部が回動できる空間が形成され
るが、前記第１および第２の固定部材が前記フランジ部に係合しない位置にある場合には
前記空間が形成されない位置関係で配置されていることを特徴とする請求項８に記載の内
視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項１０】
　前記第１および第２の固定部材は、前記吸引側接続部材が前記吸引用シリンダに接続さ
れ、前記送気／送水側接続部材が前記送気／送水用シリンダに接続された状態でのみ、前
記フランジ部に係合されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項１１】
　前記固定板は、互いに反対側を向いた第１の面および第２の面を有し、
　前記吸引側接続部材および前記送気／送水側接続部材は、前記第１の方向に直交する第
２の方向に沿って並ぶように配置され、前記第１および第２の面のうちの少なくとも一方
と交差するように前記固定板に固定されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
用洗浄アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の操作部に取り付けられる内視鏡用洗浄アダプタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野等において広く利用されている。特に、医療分野において利
用される内視鏡は、被検体内に内視鏡の挿入部を挿入して使用するものである。そのため
、内視鏡の使用後には、十分な洗浄、消毒、滅菌等を行うことが求められる。
【０００３】
　一般的に、内視鏡の操作部には、内視鏡の吸引動作を制御する吸引ボタンと内視鏡の送
気動作および送水動作を制御する送気／送水ボタンが取り外し可能に設けられている。吸
引ボタンは、内視鏡の操作部に設けられた吸引用シリンダに挿入される。送気／送水ボタ
ンは、内視鏡の操作部に設けられた送気／送水用シリンダに挿入される。内視鏡を洗浄す
る際には、吸引ボタンおよび送気／送水ボタンをそれぞれ吸引用シリンダおよび送気／送
水用シリンダから取り外し、代わりに、吸引用シリンダおよび送気／送水用シリンダの開
口部を塞ぐように、洗浄液等の洗浄手段を内視鏡内の管路に導入する内視鏡用洗浄アダプ
タが内視鏡の操作部に取り付けられる。
【０００４】
　従来の内視鏡用洗浄アダプタは、スライド部材等によって、内視鏡の操作部に固定され
ている。
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【０００５】
　例えば、特開２００６－５５３２５号公報には、吸引シリンダおよび送気／送水シリン
ダとつながる管状部材が取り付けられた固定部材と、固定部材に対してスライド可能に取
り付けられたスライド部材とを含む内視鏡洗浄用カプラーが開示されている。スライド部
材は、シリンダの開口の端部周縁に形成されたフランジを挟む底部を有している。特開２
００６－５５３２５号公報に開示されたカプラーは、スライド部材を所定の方向にスライ
ドさせることによって、内視鏡の操作盤面に取り付けられる。
【０００６】
　また、特開２００４－４９６９９号公報には、それぞれ送気／送水用シリンダ口および
吸引用シリンダ口に接続される送気／送水用シリンダ洗浄接続部および吸引用シリンダ洗
浄接続部が列状に配された連結板と、これらの接続部の配列方向に沿って摺動可能な摺動
部とを備えた内視鏡用洗浄アダプタが開示されている。摺動部は、送気／送水用シリンダ
口および吸引用シリンダ口を把持可能なシリンダ口把持部を具備している。特開２００４
－４９６９９号公報に開示された内視鏡用洗浄アダプタは、摺動部を所定の方向にスライ
ドさせることによって、内視鏡の操作部に取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－５５３２５号公報
【特許文献２】特開２００４－４９６９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、内視鏡用洗浄アダプタを内視鏡の操作部に固定する際に、内視鏡用洗浄アダプ
タの姿勢が傾くと、固定部材を所定の位置までスライドさせることができなくなる場合が
ある。この場合、固定部材が動かなくなり、且つ内視鏡用洗浄アダプタが動かなくなると
、内視鏡用洗浄アダプタが完全に固定されたものと使用者が誤認して、内視鏡用洗浄アダ
プタが不完全な状態で固定されるおそれがある。
【０００９】
　内視鏡用洗浄アダプタが不完全な状態で固定されていると、内視鏡用洗浄アダプタと吸
引用シリンダおよび送気／送水用シリンダの開口部と間に生じる隙間から洗浄液が漏れ出
し、複数の管路の洗浄が十分に行われなくなるおそれがある。
【００１０】
　そこで、本発明は、内視鏡に不完全な状態で固定されることを防止することができる内
視鏡用洗浄アダプタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様によれば、内視鏡の操作部に設けられた吸引用シリンダに接続される吸
引側接続部材と、前記操作部に設けられた送気／送水用シリンダに接続される送気／送水
側接続部材と、前記吸引側接続部材および前記送気／送水側接続部材が固定された固定板
と、前記連結板に対する相対的な位置が第１の方向に変化するように、前記固定板に移動
可能に取り付けられていると共に、前記第１の方向において近接させることによって前記
吸引用シリンダおよび前記送気／送水用シリンダに設けられたフランジ部に係合される第
１の固定部材および第２の固定部材を含む固定機構と、を具備する内視鏡用洗浄アダプタ
を提供することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、内視鏡に不完全な状態で固定されることを防止することができる内視
鏡用洗浄アダプタを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本発明の実施の形態に係わる洗浄アダプタおよび内視鏡の構成を説明するための
説明図である。
【図２】図１に示した内視鏡の管路構成を説明するための説明図である。
【図３】本発明の実施の形態に係わる洗浄アダプタの斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係わる洗浄アダプタの一部を示す斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態に係わる洗浄アダプタの一部を示す側面図である。
【図６】図５の６－６線で示す位置における断面を示す断面図である。
【図７】図５の７－７線で示す位置における断面を示す断面図である。
【図８】本発明の実施の形態に係わる洗浄アダプタの平面図である。
【図９】本発明の実施の形態における連結板の平面図である。
【図１０】本発明の実施の形態における第１の固定部材の斜視図である。
【図１１】本発明の実施の形態における操作部材の斜視図である。
【図１２】洗浄アダプタの吸引側接続部材および送気／送水側接続部材を内視鏡の吸引用
シリンダおよび送気／送水用シリンダに挿入する前の状態を示す斜視図である。
【図１３】洗浄アダプタの吸引側接続部材および送気／送水側接続部材を内視鏡の吸引用
シリンダおよび送気／送水用シリンダに挿入した後の状態を示す斜視図である。
【図１４】第１の固定部材と第２の固定部材を近接させる前の状態を示す斜視図である。
【図１５】第１の固定部材と第２の固定部材を近接させた後の状態を示す斜視図である。
【図１６】第１および第２の固定部材がフランジ部に係合した状態を示す斜視図である。
【図１７】固定位置に操作部材を回動させる前の状態を示す平面図である。
【図１８】固定位置に操作部材を回動させた後の状態を示す平面図である。
【図１９】本発明の実施の形態における吸引側接続部材の斜視図である。
【図２０】図１９に示した吸引側接続部材の接続部材本体の断面図である。
【図２１】図１９に示した吸引側接続部材の接続部材本体の斜視図である。
【図２２】図１９に示した吸引側接続部材の切替部材の斜視図である。
【図２３】本発明の実施の形態における送気／送水側接続部材の斜視図である。
【図２４】図２３に示した送気／送水側接続部材の接続部材本体の断面図である。
【図２５】図２３に示した送気／送水側接続部材の接続部材本体の斜視図である。
【図２６】図２３に示した送気／送水側接続部材の切替部材の斜視図である。
【図２７】本発明の実施の形態における吸引側接続部材の作用を説明するための説明図で
ある。
【図２８】本発明の実施の形態における吸引側接続部材の作用を説明するための説明図で
ある。
【図２９】本発明の実施の形態における吸引側接続部材の作用を説明するための説明図で
ある。
【図３０】本発明の実施の形態における送気／送水側接続部材の作用を説明するための説
明図である。
【図３１】本発明の実施の形態における送気／送水側接続部材の作用を説明するための説
明図である。
【図３２】本発明の実施の形態における送気／送水側接続部材の作用を説明するための説
明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。
（内視鏡の構成）
　始めに、図１を参照して、本発明の実施の形態に係わる内視鏡用洗浄アダプタ（以下、
単に洗浄アダプタと記す。）が装着される内視鏡の概略の構成について説明する。なお、
図１は、洗浄アダプタ１と内視鏡１００を分離した状態を表している。
【００１５】
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　図１に示した内視鏡１００は、被検体内において超音波ビームを走査することによって
、被検体内の所望の観察部位の超音波断層像を撮像するように構成された超音波内視鏡で
ある。この内視鏡１００は、被検体内に挿入される挿入部１１０と、挿入部１１０に接続
された操作部１３０と、操作部１３０から延出するユニバーサルコード１４０と、ユニバ
ーサルコード１４０の先端に設けられた内視鏡コネクタ１４１と、超音波断層像を撮像す
るための超音波探触子部１５０と、図示しないバルーンとを具備している。
【００１６】
　超音波探触子部１５０は、挿入部１１０の先端に設けられている。超音波探触子部１５
０は、複数の超音波振動子を有し、超音波を送受信することができるように構成されてい
る。図示しないバルーンは、超音波探触子部１５０の周囲を覆うように設けられている。
図示しないバルーンは、液体である超音波媒体を貯留し、内視鏡１００による超音波断層
像の撮像時に、超音波媒体によって撮像部位と超音波探触子部１５０との間における超音
波の伝達を行うためのものである。
【００１７】
　挿入部１１０は、挿入部１１０の先端に位置する先端部１１１と、湾曲自在に構成され
た湾曲部１１２と、可撓性を有する可撓管部１１３とを有している。先端部１１１、湾曲
部１１２および可撓管部１１３は、挿入部１１０の先端側からこの順に連結されている。
図示しないが、先端部１１１には、光学像を撮像するための撮像装置が設けられている。
【００１８】
　操作部１３０には、アングルノブ１３１と、吸引用シリンダ１３２と、送気／送水用シ
リンダ１３３と、管路口金１３４と、処置具起上レバー１３５と、吸引ボタン１３６と、
送気／送水ボタン１３７とが設けられている。なお、吸引用シリンダ１３２および送気／
送水用シリンダ１３３は、後で説明する図２に示されている。
【００１９】
　アングルノブ１３１は、湾曲部１１２の湾曲を操作するためのものである。管路口金１
３４は、処置具が挿入される開口を有し、後述する処置具挿通チャンネルに連通している
。処置具起上レバー１３５は、先端部１１１の処置具開口から突出された処置具の突出方
向を変更するためのものである。
【００２０】
　吸引ボタン１３６は、吸引用シリンダ１３２に取り外し可能に設けられている。送気／
送水ボタン１３７は、送気／送水用シリンダ１３３に取り外し可能に設けられている。吸
引用シリンダ１３２の開口部には、フランジ部１３８が設けられている。送気／送水用シ
リンダ１３３の開口部には、フランジ部１３９が設けられている。
【００２１】
　内視鏡コネクタ１４１は、図示しない光源装置に接続される光源コネクタ部１４１ａと
、図示しないカメラコントロールユニットに接続されるビデオコネクタ部１４１ｂと、図
示しない超音波観測制御部に接続される超音波コネクタ部１４１ｃとを有している。
【００２２】
　図示しない光源装置は、光源装置から出射された光が光源コネクタ部１４１ａに入射さ
れるように構成されている。光源コネクタ部１４１ａに入射した光は、内視鏡１００内に
設けられた図示しないライトガイドを伝送して、先端部１１１に設けられた照明窓から出
射される。
【００２３】
　図示しないカメラコントロールユニットは、ビデオコネクタ部１４１ｂに接続された図
示しない第１のビデオケーブルと、内視鏡１００内に設けられた図示しない第２のビデオ
ケーブルを介して、先端部１１１に設けられた撮像装置に電気的に接続される。また、カ
メラコントロールユニットは、図示しない画像表示装置に電気的に接続され、撮像装置に
よって撮影された画像を画像表示装置に出力する。
【００２４】
　図示しない超音波観測制御部は、超音波コネクタ部１４１ｃに接続された図示しない第
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１の超音波ケーブルと、内視鏡１００内に設けられた図示しない第２の超音波ケーブルを
介して、超音波探触子部１５０に電気的に接続される。
【００２５】
　図示しないが、内視鏡コネクタ１４１は、更に、吸引器に接続される吸引口金と、送気
装置に接続される送気口金と、送液タンクに接続される送水口金とを有している。
【００２６】
　次に、図２を参照して、内視鏡１００の管路構成について説明する。図２は、図１に示
した内視鏡１００の管路構成を説明するための説明図である。ここでは、先端部１１１の
構成についても説明する。
【００２７】
　図２に示したように、先端部１１１には、流体送出口１１４と、処置具開口１１７と、
バルーン排液開口１６１ａと、バルーン送液開口１６１ｂとが設けられている。流体送出
口１１４は、空気等の気体および生理食塩水等の液体の少なくとも一方を送出するための
ものである。処置具開口１１７は、処置具を突出させるためのものである。処置具として
は、例えば、穿刺針、生検鉗子、細胞診ブラシ等がある。バルーン送液開口１６１ｂは、
図示しないバルーンに超音波媒体である液体を送出するためのものである。バルーン排液
開口１６１ａは、図示しないバルーンから液体を排出するためのものである。
【００２８】
　吸引ボタン１３６は、処置具開口１１７からの吸引動作と、図示しないバルーンからの
吸引動作の制御を行うためのものである。送気／送水ボタン１３７は、流体送出口１１４
からの流体の送出動作と、図示しないバルーンへの液体の送出動作の制御を行うためもの
である。
【００２９】
　内視鏡１００は、挿入部１１０内に設けられた複数の管路と、ユニバーサルコード１４
０内に設けられた複数の管路とを具備している。ユニバーサルコード１４０内には、内視
鏡コネクタ１４１の吸引口金に連通する吸引管路１６３と、内視鏡コネクタ１４１の送気
口金および送水口金に連通する送気管路１６５と、内視鏡コネクタ１４１の送水口金に連
通する送水管路１６８とが設けられている。吸引管路１６３は、吸引用シリンダ１３２に
連通している。送気管路１６５および送水管路１６８は、送気／送水用シリンダ１３３に
連通している。
【００３０】
　挿入部１１０内には、処置具挿通チャンネル１１８と、バルーン吸引管路１６４と、送
気管路１６６と、送水管路１６７と、バルーン送水管路１６９とが設けられている。処置
具挿通チャンネル１１８およびバルーン吸引管路１６４は、吸引用シリンダ１３２に連通
し、吸引ボタン１３６を介して、ユニバーサルコード１４０内の吸引管路１６３に連通す
る。また、処置具挿通チャンネル１１８は、先端部１１１に設けられた処置具開口１１７
および操作部１３０に設けられた管路口金１３４に連通している。バルーン吸引管路１６
４は、先端部１１１に設けられたバルーン排液開口１６１ａに連通している。送気管路１
６６、送水管路１６７およびバルーン送水管路１６９は、送気／送水用シリンダ１３３に
連通し、送気／送水ボタン１３７を介して、ユニバーサルコード１４０内の送気管路１６
５および送水管路１６８に連通する。また、バルーン送水管路１６９は、先端部１１１に
設けられたバルーン送液開口１６１ｂに連通している。
【００３１】
　挿入部１１０内には、更に、流体送出口１１４に連通する送気／送水管路１７０が設け
られている。送気管路１６６、送水管路１６７および送気／送水管路１７０は、挿入部１
１０の所定の位置において合流している。
【００３２】
　ここで、吸引ボタン１３６による吸引動作と、送気／送水ボタン１３７による送出動作
について詳しく説明する。まず、吸引ボタン１３６による吸引動作について説明する。吸
引ボタン１３６は、使用者が段階的に押し込むことができるように構成されている。以下
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、吸引ボタン１３６が押し込まれていない状態を、吸引ボタン１３６の初期状態と言う。
【００３３】
　吸引ボタン１３６が初期状態から１段階押し込まれると、処置具挿通チャンネル１１８
と吸引管路１６３とを結ぶ流路が形成される。これにより、体内の体液等が、処置具挿通
チャンネル１１８および吸引管路１６３を介して、吸引器に吸引される。
【００３４】
　吸引ボタン１３６が初期状態から２段階押し込まれると、バルーン吸引管路１６４と吸
引管路１６３とを結ぶ流路が形成される。これにより、バルーン内の液体が、バルーン吸
引管路１６４および吸引管路１６３を介して、吸引器に吸引される。
【００３５】
　次に、送気／送水ボタン１３７による送出動作について説明する。送気／送水ボタン１
３７は、使用者が段階的に押し込むことができるように構成されている。以下、送気／送
水ボタン１３７が押し込まれていない状態を、送気／送水ボタン１３７の初期状態と言う
。
【００３６】
　送気／送水ボタン１３７が初期状態の場合、図示しない送気装置から送気された気体は
、内視鏡コネクタ１４１の送気口金を介して、送気管路１６５に送気される。送気／送水
ボタン１３７には、送気管路１６５および外部と連通する図示しない孔が形成されている
。そのため、送気管路１６５に送気された気体は、送気／送水ボタン１３７の孔から外部
に放出される。また、送気／送水ボタン１３７が初期状態の場合、送気管路１６５と送気
管路１６６を結ぶ流路が形成されている。そのため、使用者が送気／送水ボタン１３７の
孔を押さえると、送気管路１６５に送気された気体は、送気管路１６６に送気され、送気
／送水管路１７０を介して流体送出口１１４から放出される。
【００３７】
　送気／送水ボタン１３７が初期状態から１段階押し込まれると、送気管路１６５に送気
された気体が、内視鏡コネクタ１４１の送水口金を介して、送液タンクに供給される。そ
の結果、送液タンク内の圧力が高くなり、送液タンク内の液体が、送液タンクから送水管
路１６８に送水される。また、送気／送水ボタン１３７が初期状態から１段階押し込まれ
ると、送水管路１６８と送水管路１６７とを結ぶ流路が形成される。そのため、送水管路
１６８に送水された液体は、送水管路１６７に送水され、送気／送水管路１７０を介して
流体送出口１１４から放出される。
【００３８】
　送気／送水ボタン１３７が初期状態から２段階押し込まれると、送水管路１６８とバル
ーン送水管路１６９とを結ぶ流路が形成される。そのため、送水管路１６８に送水された
液体は、バルーン送水管路１６９に送水され、バルーン送液開口１６１ｂから放出されて
、図示しないバルーンに供給される。
【００３９】
（洗浄アダプタの構成）
　次に、図３ないし図１１を参照して、本実施の形態に係わる洗浄アダプタ１について説
明する。図３は、洗浄アダプタ１の斜視図である。図４は、洗浄アダプタ１の一部を示す
斜視図である。図５は、洗浄アダプタ１の一部を示す側面図である。図６は、図５の６－
６線で示す位置における断面を示す断面図である。図７は、図５の７－７線で示す位置に
おける断面を示す断面図である。図８は、洗浄アダプタ１の平面図である。図９は、連結
板の平面図である。図１０は、第１の固定部材の斜視図である。図１１は、操作部材の斜
視図である。
【００４０】
　図３および図４に示したように、洗浄アダプタ１は、吸引側接続部材１０と、送気／送
水側接続部材２０と、固定板としての連結板３０と、固定機構４０と、操作部材５０とを
具備している。なお、図４ないし図７では、吸引側接続部材１０と送気／送水側接続部材
２０を省略している。吸引側接続部材１０は、内視鏡１００の操作部１３０に設けられた
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吸引用シリンダ１３２（図１参照）に接続される。送気／送水側接続部材２０は、内視鏡
１００の操作部１３０に設けられた送気／送水用シリンダ１３３（図１参照）に接続され
る。吸引側接続部材１０と送気／送水側接続部材２０の構成および作用については、後で
詳しく説明する。
【００４１】
　図３、図５および図６に示したように、連結板３０は、互いに反対側を向いた第１の面
３０ａおよび第２の面３０ｂを有している。ここで、連結板３０の第１および第２の面３
０ａ，３０ｂに平行で且つ互いに直交する２つの方向を、第１の方向Ｄ１および第２の方
向Ｄ２と定義する。図９に示したように、連結板３０は、更に、第１の方向Ｄ１における
両端に位置する２つの端部３０ｃ，３０ｄと、第２の方向Ｄ２における両端に位置する２
つの端部３０ｅ，３０ｆとを有している。連結板３０の平面形状（第１および第２の面３
０ａ，３０ｂに垂直な方向から見た形状）は、第２の方向Ｄ２に長い角丸の矩形である。
【００４２】
　また、図９に示したように、連結板３０は、更に、吸引側接続部材１０が挿入される円
形状の開口部３１と、送気／送水側接続部材２０が挿入される円形状の開口部３２と、第
１の方向Ｄ１に沿った長孔形状の２つの第１の溝部３３Ａ，３３Ｂおよび２つの第２の溝
部３４Ａ，３４Ｂと、後述する操作部材５０の摺動部が挿入される円形状の開口部３５と
を有している。開口部３１，３２，３５、第１の溝部３３Ａ，３３Ｂおよび第２の溝部３
４Ａ，３４Ｂは、第１の面３０ａから第２の面３０ｂにかけて貫通している。
【００４３】
　開口部３１，３２は、第２の方向Ｄ２に沿って並んでいる。開口部３５は、開口部３１
と開口部３２の間に配置されている。第１の溝部３３Ａは、端部３０ｃと端部３０ｅとが
交わる隅部の近傍に配置されている。第１の溝部３３Ｂは、端部３０ｃと端部３０ｆとが
交わる隅部の近傍に配置されている。第２の溝部３４Ａは、端部３０ｄと端部３０ｅとが
交わる隅部の近傍に配置されている。第２の溝部３４Ｂは、端部３０ｄと端部３０ｆとが
交わる隅部の近傍に配置されている。
【００４４】
　連結板３０には、以下のように、吸引側接続部材１０および送気／送水側接続部材２０
が固定されている。吸引側接続部材１０および送気／送水側接続部材２０は、第２の方向
Ｄ２に沿って並ぶように配置され、第１および第２の面３０ａ，３０ｂのうちの少なくと
も一方と交差するように連結板３０に固定されている。本実施の形態では特に、吸引側接
続部材１０は、開口部３１に挿入され、第１および第２の面３０ａ，３０ｂの両方と交差
するように連結板３０に固定されている。また、送気／送水側接続部材２０は、開口部３
２に挿入され、第１および第２の面３０ａ，３０ｂの両方と交差するように連結板３０に
固定されている。
【００４５】
　図３ないし図５、図８に示したように、固定機構４０は、第１の固定部材４１および第
２の固定部材４２を含んでいる。第１および第２の固定部材４１，４２は、第１の方向Ｄ
１において近接させることによって吸引用シリンダ１３２および送気／送水用シリンダ１
３３に設けられたフランジ部１３８，１３９（図１および図２参照）に係合される。本実
施の形態では、第１および第２の固定部材４１，４２は、連結板３０に対する相対的な位
置が第１の方向Ｄ１に変化するように、連結板３０に移動可能に取り付けられている。
【００４６】
　なお、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２との相対的な位置関係の変化の態様と
しては、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２の両方が移動する態様の他に、第１の
固定部材４１と第２の固定部材４２のうちの一方のみが移動する態様を含む。
【００４７】
　図３ないし図５、図１０に示したように、第１の固定部材４１は、板状の第１の係合部
４１Ａと、板状の第３の係合部４１Ｂと、第１の係合部４１Ａと第３の係合部４１Ｂとを
接続する第１の接続部４１Ｃとを含んでいる。本実施の形態では、第１の係合部４１Ａと
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第３の係合部４１Ｂと第１の接続部４１Ｃを合わせた部分の、第２の方向Ｄ２に垂直な断
面の形状は、コの字状である。
【００４８】
　第１の係合部４１Ａは、フランジ部１３８，１３９に係合する。第３の係合部４１Ｂは
、連結板３０に係合する。連結板３０は、第１の係合部４１Ａと第３の係合部４１Ｂの間
に位置する。
【００４９】
　図３ないし図５に示したように、第２の固定部材４２は、板状の第２の係合部４２Ａと
、板状の第４の係合部４２Ｂと、第２の係合部４２Ａと第４の係合部４２Ｂとを接続する
第２の接続部４２Ｃとを含んでいる。本実施の形態では、第２の係合部４２Ａと第４の係
合部４２Ｂと第２の接続部４２Ｃを合わせた部分の、第２の方向Ｄ２に垂直な断面の形状
は、コの字状である。
【００５０】
　第２の係合部４２Ａは、フランジ部１３８，１３９に係合する。第４の係合部４２Ｂは
、連結板３０に係合する。連結板３０は、第２の係合部４２Ａと第４の係合部４２Ｂの間
に位置する。
【００５１】
　第１の係合部４１Ａと第２の係合部４２Ａは、互いに対向するように配置されている。
また、第３の係合部４１Ｂと第４の係合部４２Ｂも、互いに対向するように配置されてい
る。第１の接続部４１Ｃと第２の接続部４２Ｃは、第１の方向Ｄ１において連結板３０の
両側に配置されている。すなわち、連結板３０は、第１の接続部４１Ｃと第２の接続部４
２Ｃの間に位置する。
【００５２】
　図４および図１０に示したように、第１の係合部４１Ａは、フランジ部１３８に対応し
た形状の切り欠き部４１Ａａと、フランジ部１３９に対応した形状の切り欠き部４１Ａｂ
とを有している。また、図４に示したように、第２の係合部４２Ａは、フランジ部１３８
に対応した形状の切り欠き部４２Ａａと、フランジ部１３９に対応した形状の切り欠き部
４２Ａｂとを有している。切り欠き部４１Ａａと切り欠き部４２Ａａは、互いに対向して
いる。切り欠き部４１Ａｂと切り欠き部４２Ａｂは、互いに対向している。フランジ部１
３８，１３９の構成と、切り欠き部４１Ａａ，４１Ａｂ，４２Ａａ，４２Ａｂの具体的な
形状については、後で説明する。
【００５３】
　第１の固定部材４１は、以下のように、連結板３０に取り付けられている。図４、図６
および図１０に示したように、第１の固定部材４１は、更に、第３の係合部４１Ｂに接続
され、第３の係合部４１Ｂから第１の係合部４１Ａに向けて突出する２つの第１の柱状部
４１Ｄ，４１Ｅを含んでいる。第１の柱状部４１Ｄは、第３の係合部４１Ｂにおける第２
の方向Ｄ２の一端の近傍の部分に接続され、連結板３０の第１の溝部３３Ａに挿入されて
いる。第１の柱状部４１Ｅは、第３の係合部４１Ｂにおける第２の方向Ｄ２の他端の近傍
の部分に接続され、連結板３０の第１の溝部３３Ｂに挿入されている。
【００５４】
　図３ないし図６に示したように、第１の柱状部４１Ｄにおける第３の係合部４１Ｂとの
接続部とは反対側の端部の近傍には、第１の柱状部４１Ｄが第１の溝部３３Ａから抜け出
ることを防止する抜け止め部材６１が設けられている。また、図４および図６に示したよ
うに、第１の柱状部４１Ｅにおける第３の係合部４１Ｂとの接続部とは反対側の端部の近
傍には、第１の柱状部４１Ｅが第１の溝部３３Ｂから抜け出ることを防止する抜け止め部
材６２が設けられている。
【００５５】
　また、第１の柱状部４１Ｄは、第１の溝部３３Ａ内を第１の方向Ｄ１にスライド可能で
あり、第１の柱状部４１Ｅは、第１の溝部３３Ｂ内を第１の方向Ｄ１にスライド可能であ
る。これにより、第１の固定部材４１も、第１の方向Ｄ１にスライドする。このような構
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成により、第１の固定部材４１は、連結板３０に対する相対的な位置が第１の方向Ｄ１に
変化するように、連結板３０に移動可能に取り付けられている。
【００５６】
　また、第２の固定部材４２は、以下のように、連結板３０に取り付けられている。図４
に示したように、第２の固定部材４２は、更に、第４の係合部４２Ｂに接続され、第４の
係合部４２Ｂから第２の係合部４２Ａに向けて突出する２つの第２の柱状部４２Ｄ，４２
Ｅを含んでいる。第２の柱状部４２Ｄは、第４の係合部４２Ｂにおける第２の方向Ｄ２の
一端の近傍の部分に接続され、連結板３０の第２の溝部３４Ａに挿入されている。第２の
柱状部４２Ｅは、第４の係合部４２Ｂにおける第２の方向Ｄ２の他端の近傍の部分に接続
され、連結板３０の第２の溝部３４Ｂに挿入されている。
【００５７】
　図３ないし図５に示したように、第２の柱状部４２Ｄにおける第４の係合部４２Ｂとの
接続部とは反対側の端部の近傍には、第２の柱状部４２Ｄが第２の溝部３４Ａから抜け出
ることを防止する抜け止め部材６３が設けられている。また、図４に示したように、第２
の柱状部４２Ｅにおける第４の係合部４２Ｂとの接続部とは反対側の端部の近傍には、第
２の柱状部４２Ｅが第２の溝部３４Ｂから抜け出ることを防止する抜け止め部材６４が設
けられている。
【００５８】
　また、第２の柱状部４２Ｄは、第２の溝部３４Ａ内を第１の方向Ｄ１にスライド可能で
あり、第２の柱状部４２Ｅは、第２の溝部３４Ｂ内を第１の方向Ｄ１にスライド可能であ
る。これにより、第２の固定部材４２も、第１の方向Ｄ１にスライドする。このような構
成により、第２の固定部材４２は、連結板３０に対する相対的な位置が第１の方向Ｄ１に
変化するように、連結板３０に移動可能に取り付けられている。
【００５９】
　図８および図１０に示したように、第１の固定部材４１は、更に、第１の方向Ｄ１に延
びる第１の延出部４１Ｆを含んでいる。本実施の形態では、第１の延出部４１Ｆは、第２
の方向Ｄ２における第３の係合部４１Ｂの中央の近傍の部分において第３の係合部４１Ｂ
に接続されている。本実施の形態では特に、第１の延出部４１Ｆは、上記中央よりも第１
の柱状部４１Ｅ側の位置に配置されている。図８では、第３の係合部４１Ｂと第１の延出
部４１Ｆとの境界を点線で示している。なお、図５では、第１の延出部４１Ｆを省略して
いる。
【００６０】
　また、図８に示したように、第２の固定部材４２は、更に、第１の方向Ｄ１に延びる第
２の延出部４２Ｆを含んでいる。本実施の形態では、第２の延出部４２Ｆは、第２の方向
Ｄ２における第４の係合部４２Ｂの中央の近傍の部分において第４の係合部４２Ｂに接続
されている。本実施の形態では特に、第２の延出部４２Ｆは、上記中央よりも第２の柱状
部４２Ｄ（図４参照）側の位置に配置されている。図８では、第４の係合部４２Ｂと第２
の延出部４２Ｆとの境界を点線で示している。なお、図５では、第２の延出部４２Ｆを省
略している。
【００６１】
　図８および図１０に示したように、第１の延出部４１Ｆは、第１の延出部４１Ｆにおけ
る第１の柱状部４１Ｄ側の面に形成された第１の切り欠き部４１Ｆａを有している。図８
に示したように、第２の延出部４２Ｆは、第２の延出部４２Ｆにおける第２の柱状部４２
Ｅ（図４参照）側の面に形成された第２の切り欠き部４２Ｆａを有している。図８に示し
たように、第１の延出部４１Ｆの第１の切り欠き部４１Ｆａが設けられた面と、第２の延
出部４２Ｆの第２の切り欠き部４２Ｆａが設けられた面は、互いに対向している。図８に
示した状態では、第１の方向Ｄ１における第１の切り欠き部４１Ｆａの位置と、第１の方
向Ｄ１における第２の切り欠き部４２Ｆａの位置は、互いに異なっている。
【００６２】
　操作部材５０は、第１および第２の固定部材４１，４２の相対的位置の変化が可能にな
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る可動状態と第１および第２の固定部材４１，４２の位置が固定される固定状態とを切り
替えるものである。具体的に説明すると、可動状態は、使用者が第１および第２の固定部
材４１，４２を動かすことが可能な状態であり、固定状態は、使用者が第１および第２の
固定部材４１，４２を動かすことが不可能な状態である。本実施の形態では、操作部材５
０は、連結板３０に回動可能に取り付けられ、回動された位置によって上記の可動状態と
上記の固定状態とを切り替える。以下、可動状態を実現する操作部材５０の位置を可動位
置と言い、固定状態を実現する操作部材５０の位置を固定位置と言う。可動位置と固定位
置については、後で説明する。
【００６３】
　操作部材５０は、柱状部５２を含んでいる。柱状部５２は、一方向に長い形状を有して
いる。本実施の形態では、操作部材５０は、柱状部５２の軸方向が連結板３０の第１およ
び第２の面３０ａ，３０ｂに対して垂直になるように、連結板３０に取り付けられている
。
【００６４】
　操作部材５０は、更に、柱状部５２の長手方向の一端部に連結された頭部５１と、柱状
部５２の長手方向の他端部に連結された摺動部５３とを含んでいる。なお、図８では、頭
部５１を省略している。これ以降の説明で使用する図８と同様の図についても、図８と同
様の表し方を用いる。
【００６５】
　図４、図７および図１１に示したように、摺動部５３は、円柱形状を有し、連結板３０
の開口部３５に挿入されている。図４、図５および図７に示したように、摺動部５３にお
ける柱状部５２との連結部とは反対側の端部の近傍には、摺動部５３が開口部３５から抜
け出ることを防止する抜け止め部材６５が設けられている。操作部材５０は、摺動部５３
の中心軸を中心として、摺動部５３の軸周り方向に回動する。これにより、柱状部５２の
軸周りの任意の方向に、操作部材５０を回動させることができる。
【００６６】
　図８および図１１に示したように、柱状部５２は、互いに反対側を向いた２つの平面部
５２ａ，５２ｂと、この２つの平面部５２ａ，５２ｂを接続する２つの曲面部５２ｃ，５
２ｄとを有している。平面部５２ａ，５２ｂは、柱状部５２の長手方向に平行且つ互いに
平行な平面である。
【００６７】
　図７および図８に示したように、柱状部５２は、第１の延出部４１Ｆと第２の延出部４
２Ｆの間に配置される。曲面部５２ｃ，５２ｄは、第１の延出部４１Ｆの第１の切り欠き
部４１Ｆａと第２の延出部４２Ｆの第２の切り欠き部４２Ｆａに対応した形状を有してい
る。本実施の形態では、柱状部５２の長手方向に垂直な仮想の平面と第１および第２の切
り欠き部４１Ｆａ，４２Ｆａとが交差してできる２つの曲線と、上記仮想の平面と曲面部
５２ｃ，５２ｄとが交差してできる２つの曲線は、いずれも円弧である。柱状部５２の長
手方向に垂直な方向についての２つの曲面部５２ｃ，５２ｄの最大の間隔（以下、第１の
間隔と言う。）は、２つの平面部５２ａ，５２ｂの間隔（以下、第２の間隔と言う。）よ
りも大きい。
【００６８】
　第１の延出部４１Ｆのうち第１の切り欠き部４１Ｆａを除いた部分と、第２の延出部４
２Ｆのうち第２の切り欠き部４２Ｆａを除いた部分との間隔（以下、第３の間隔と言う。
）は、上記第２の間隔以上、上記第１の間隔未満である。本実施の形態では特に、第３の
間隔は、第２の間隔よりもわずかに大きい。また、第２の方向Ｄ２についての第１の切り
欠き部４１Ｆａと第２の切り欠き部４２Ｆａとの最大の間隔（以下、第４の間隔と言う。
）は、第３の間隔よりも大きく、第１の間隔以下である。本実施の形態では特に、第４の
間隔は、第１の間隔とほぼ等しい。
【００６９】
　本実施の形態では、柱状部５２の長手方向に垂直な断面の形状は、一方向に長い形状で
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ある。上記断面の長軸方向が第１の方向Ｄ１に一致するか、ほぼ一致する位置に操作部材
５０を回動させると、第１および第２の延出部４１Ｆ，４２Ｆは、第１の方向Ｄ１に移動
可能になる。すなわち、この位置に操作部材５０を回動させると、第１および第２の固定
部材４１，４２の相対的位置の変化を可能にする可動状態が実現される。本実施の形態で
は、この位置が可動位置に相当する。
【００７０】
　なお、図８に示した状態では、第１および第２の固定部材４１，４２は、フランジ部１
３８，１３９に係合しない位置にある。後述するように、本実施の形態では、固定位置は
、可動位置から、操作部材５０の柱状部５２の軸周りの任意の方向に９０度回動した位置
である。図８に示した状態では、操作部材５０は、固定位置には回動しない。
【００７１】
　連結板３０、第１の固定部材４１、第２の固定部材４２、操作部材５０および抜け止め
部材６１～６５は、例えば、ステンレス等の金属材料によって形成されている。吸引側接
続部材１０および送気／送水側接続部材２０の材料については、後で説明する。
【００７２】
（洗浄アダプタの取り付け方法）
　次に、図１２ないし図１８を参照して、本実施の形態に係わる洗浄アダプタ１の取り付
け方法について説明する。まず、使用者は、第１および第２の固定部材４１，４２を可動
状態にしておく。具体的には、前述の可動位置に操作部材５０を回動させておく。次に、
第１の固定部材４１と第２の固定部材４２を第１の方向Ｄ１において離間させておく。
【００７３】
　次に、使用者は、洗浄アダプタ１の吸引側接続部材１０の中心軸と内視鏡１００の吸引
用シリンダ１３２の中心軸を一致させ、洗浄アダプタ１の送気／送水側接続部材２０の中
心軸と内視鏡１００の送気／送水用シリンダ１３３の中心軸を一致させ、吸引側接続部材
１０を吸引用シリンダ１３２に挿入し、送気／送水側接続部材２０を送気／送水用シリン
ダ１３３に挿入する。図１２は、吸引側接続部材１０および送気／送水側接続部材２０を
吸引用シリンダ１３２および送気／送水用シリンダ１３３に挿入する前の状態を示してい
る。図１３は、吸引側接続部材１０および送気／送水側接続部材２０を吸引用シリンダ１
３２および送気／送水用シリンダ１３３に挿入した後の状態を示している。
【００７４】
　ここで、フランジ部１３８，１３９の構成と、第１の係合部４１Ａの切り欠き部４１Ａ
ａ，４１Ａｂの形状と、第２の係合部４２Ａの切り欠き部４２Ａａ，４２Ａｂの形状につ
いて説明する。図１２に示したように、フランジ部１３８は、フランジ１３８Ａと、フラ
ンジ１３８Ａと吸引用シリンダ１３２の開口部との間に位置する筒状部１３８Ｂとを含ん
でいる。フランジ部１３９は、フランジ１３９Ａと、フランジ１３９Ａと送気／送水用シ
リンダ１３３の開口部との間に位置する筒状部１３９Ｂとを含んでいる。
【００７５】
　本実施の形態では、切り欠き部４１Ａａ，４２Ａａの形状は、フランジ部１３８の筒状
部１３８Ｂの外周面１３８Ｂａに沿った形状である。また、切り欠き部４１Ａｂ，４２Ａ
ｂの形状は、フランジ部１３９の筒状部１３９Ｂの外周面１３９Ｂａに沿った形状である
。
【００７６】
　図１３に示した状態では、切り欠き部４１Ａａ，４２Ａａは、フランジ部１３８の筒状
部１３８Ｂの外周面１３８Ｂａに対して所定の間隔を開けて対向している。切り欠き部４
１Ａｂ，４２Ａｂは、フランジ部１３９の筒状部１３９Ｂの外周面１３９Ｂａに対して所
定の間隔を開けて対向している。
【００７７】
　次に、使用者は、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２を第１の方向Ｄ１において
近接させて、第１の固定部材４１の第１の係合部４１Ａと第２の固定部材４２の第２の係
合部４２Ａを、フランジ部１３８，１３９に係合させる。具体的には、第１の固定部材４
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１を、切り欠き部４１Ａａが外周面１３８Ｂａに当接し、切り欠き部４１Ａｂが外周面１
３９Ｂａに当接するまで、連結板３０の第１の溝部３３Ａ，３３Ｂに沿ってスライドさせ
る。また、第２の固定部材４２を、切り欠き部４２Ａａが外周面１３８Ｂａに当接し、切
り欠き部４２Ａｂが外周面１３９Ｂａに当接するまで、連結板３０の第２の溝部３４Ａ，
３４Ｂに沿ってスライドさせる。図１４は、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２を
近接させる前の状態を示している。図１５は、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２
とを近接させた後の状態を示している。
【００７８】
　図１６は、第１および第２の固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１３９に係合し
た状態を示している。この状態では、第１の係合部４１Ａの一部と第２の係合部４２Ａの
一部がフランジ１３８Ａ，１３９Ａに引っ掛かることにより、洗浄アダプタ１が操作部１
３０から脱落することが防止される。
【００７９】
　なお、本実施の形態では、吸引側接続部材１０が吸引用シリンダ１３２に接続され、送
気／送水側接続部材２０が送気／送水用シリンダ１３３に接続された状態でのみ、切り欠
き部４１Ａａ，４２Ａａが外周面１３８Ｂａに当接し、切り欠き部４１Ａｂ，４２Ａｂが
外周面１３９Ｂａに当接するような位置関係で、第１および第２の係合部４１Ａ，４２Ａ
ならびにフランジ部１３８，１３９が配置されている。そのため、第１および第２の固定
部材４１，４２は、上記の状態でのみ、フランジ部１３８，１３９に係合される。
【００８０】
　次に、使用者は、操作部材５０を用いて、第１および第２の固定部材４１，４２をフラ
ンジ部１３８，１３９に固定する。具体的には、第１および第２の固定部材４１，４２を
フランジ部１３８，１３９に係合させた状態で、操作部材５０を可動位置から固定位置に
回動させる。本実施の形態では、可動位置から、操作部材５０の柱状部５２の軸周りの任
意の方向に操作部材５０を９０度回動させることにより、操作部材５０の位置が固定位置
になる。
【００８１】
　図１７は、固定位置に操作部材５０を回動させる前の状態、すなわち操作部材５０を９
０度回動させる前の状態を示している。図１７に示した状態では、第１および第２の固定
部材４１，４２は、フランジ部１３８，１３９に係合されている。この状態では、第１の
方向Ｄ１における第１の切り欠き部４１Ｆａの位置と、第１の方向Ｄ１における第２の切
り欠き部４２Ｆａの位置が、同じ位置になり、第１の切り欠き部４１Ｆａと第２の切り欠
き部４２Ｆａが、操作部材５０の柱状部５２を介して対向する。これにより、第１の切り
欠き部４１Ｆａと第２の切り欠き部４２Ｆａの間に、固定位置に操作部材５０が回動され
るように柱状部５２が回動できる空間が形成される。その結果、操作部材５０が、固定位
置に回動可能になる。
【００８２】
　前述のように、本実施の形態では、柱状部５２の長手方向に垂直な仮想の平面と第１お
よび第２の切り欠き部４１Ｆａ，４２Ｆａとが交差してできる２つの曲線は、円弧である
。特に、図１７に示した状態では、２つの曲線（円弧）は、１つの円の円周上にある。以
下、この１つの円を、第１の仮想の円と言う。また、上記仮想の平面と柱状部５２の曲面
部５２ｃ，５２ｄとが交差してできる２つの曲線も、円弧である。本実施の形態では、こ
の２つの曲線（円弧）は、他の１つの円の円周上にある。以下、この他の１つの円を、第
２の仮想の円と言う。図１７に示した状態では、第１の仮想の円の中心は、第２の仮想の
円の中心に一致する。
【００８３】
　図１８は、固定位置に操作部材５０を回動させた後の状態、すなわち操作部材５０を９
０度回動させた後の状態を示している。本実施の形態では、柱状部５２の長手方向に垂直
な断面の長軸方向が第２の方向Ｄ２に一致するか、ほぼ一致する位置に操作部材５０を回
動させると、第１および第２の固定部材４１，４２の位置が固定される固定状態が実現さ
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れる。本実施の形態では、この位置が固定位置に相当する。固定位置は、可動位置から、
操作部材５０の柱状部５２の軸周りの任意の方向に９０度回動した位置である。この状態
では、柱状部５２の曲面部５２ｃ，５２ｄのうちの一方が第１の切り欠き部４１Ｆａに係
合し、他方が第２の切り欠き部４２Ｆａに係合する。これにより、第１および第２の延出
部４１Ｆ，４２Ｆの移動が阻害され、第１および第２の固定部材４１，４２の位置が固定
される。その結果、第１および第２の固定部材４１，４２が吸引用シリンダ１３２のフラ
ンジ部１３８と送気／送水用シリンダ１３３のフランジ部１３９に固定される。
【００８４】
　次に、洗浄アダプタ１の取り外し方法について簡単に説明する。まず、可動位置に操作
部材５０を回動させる。本実施の形態では、可動位置は、固定位置から、操作部材５０の
柱状部５２の軸周りの任意の方向に９０度回動した位置である。次に、第１の固定部材４
１と第２の固定部材４２を第１の方向Ｄ１において離間させる。次に、吸引側接続部材１
０が吸引用シリンダ１３２から抜去され、送気／送水側接続部材２０が送気／送水用シリ
ンダ１３３から抜去されるように、洗浄アダプタ１を操作部１３０から取り外す。
【００８５】
（効果）
　以上説明したように、本実施の形態では、固定板としての連結板３０に移動可能に取り
付けられた第１および第２の固定部材４１，４２を第１の方向Ｄ１において近接させるこ
とによって、第１および第２の固定部材４１，４２をフランジ部１３８，１３９に係合さ
せる。本実施の形態によれば、第１および第２の固定部材４１，４２が近接した状態を確
認することによって、第１および第２の固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１３９
に係合したことを確認することができる。これにより、本実施の形態によれば、洗浄アダ
プタ１が不完全な状態で内視鏡１００に固定されることを防止することができる。
【００８６】
　また、本実施の形態では、第１の固定部材４１の第１の係合部４１Ａと、第２の固定部
材４２の第２の係合部４２Ａが、互いに対向するように配置されている。本実施の形態に
よれば、第１および第２の係合部４１Ａ，４２Ａによってフランジ部１３８，１３９を挟
持することができるため、洗浄アダプタ１をより確実に内視鏡１００に固定することがで
きる。
【００８７】
　また、本実施の形態では、操作部材５０を用いて、第１および第２の固定部材４１，４
２の可動状態と固定状態とを切り替えている。本実施の形態によれば、操作部材５０の回
動位置によって、第１および第２の固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１３９に係
合したか否かを確認することができる。本実施の形態によれば、これによっても、洗浄ア
ダプタ１が不完全な状態で内視鏡１００に固定されることを防止することができる。
【００８８】
　本実施の形態では特に、第１および第２の固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１
３９に係合する位置にある場合には、操作部材５０は固定位置に回動可能である。すなわ
ち、この場合には、第１の切り欠き部４１Ｆａと第２の切り欠き部４２Ｆａの間に、固定
位置に操作部材５０が回動されるように柱状部５２が回動できる空間が形成される。しか
し、第１および第２の固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１３９に係合しない位置
にある場合には、第１の切り欠き部４１Ｆａと第２の切り欠き部４２Ｆａの位置がずれる
ために、上記空間は形成されず、操作部材５０は固定位置に回動しない。このように、本
実施の形態では、第１および第２の切り欠き部４１Ｆａ，４２Ｆａは、第１および第２の
固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１３９に係合する位置にある場合には上記空間
が形成されるが、第１および第２の固定部材４１，４２がフランジ部１３８，１３９に係
合しない位置にある場合には上記空間が形成されない位置関係で配置されている。
【００８９】
　また、本実施の形態では、前述のように、第１および第２の固定部材４１，４２は、吸
引側接続部材１０が吸引用シリンダ１３２に接続され、送気／送水側接続部材２０が送気
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／送水用シリンダ１３３に接続された状態でのみ、フランジ部１３８，１３９に係合され
る。本実施の形態によれば、これによっても、洗浄アダプタ１が不完全な状態で内視鏡１
００に固定されることを防止することができる。
【００９０】
　なお、第１および第２の固定部材４１，４２は、フランジ部１３８，１３９に係合され
るように構成されたものであればよく、これらの形状および構成は、本実施の形態で説明
した例に限られない。
【００９１】
　また、第１および第２の延出部４１Ｆ，４２Ｆの第１および第２の切り欠き部４１Ｆａ
，４２Ｆａと操作部材５０の柱状部５２は、固定状態において第１および第２の延出部４
１Ｆ，４２Ｆの移動が阻害されるものであればよく、これらの形状および構成は、本実施
の形態で説明した例に限られない。
【００９２】
（吸引側接続部材と送気／送水側接続部材の構成）
　ところで、本実施の形態における吸引側接続部材１０と送気／送水側接続部材２０は、
内視鏡１００を洗浄する際に、内視鏡１００の内部に設けられた複数の管路に洗浄液等を
送液できるように構成されている。以下、吸引側接続部材１０と送気／送水側接続部材２
０の構成について詳しく説明する。
【００９３】
　始めに、図１９ないし図２２を参照して、吸引側接続部材１０の構成について詳しく説
明する。図１９は、吸引側接続部材１０の斜視図である。図１９に示したように、吸引側
接続部材１０は、接続部材本体１１と、切替部材１５とを具備している。図２０は、接続
部材本体１１の断面図である。図２１は、接続部材本体１１の斜視図である。図２２は、
切替部材１５の斜視図である。接続部材本体１１および切替部材１５は、例えば、ステン
レス等の金属材料によって形成されている。
【００９４】
　図２２に示したように、切替部材１５は、第３の方向Ｄ３に長い形状を有している。接
続部材本体１１は、切替部材１５を第３の方向Ｄ３に挿脱できるように、後述する収容部
と管路を有している。
【００９５】
　図１９ないし図２１に示したように、接続部材本体１１は、筒状部１２と、第１の管状
部１３と、第２の管状部１４とを含んでいる。本実施の形態では、筒状部１２は、第３の
方向Ｄ３における位置に応じて外径が２段階に変化する円筒形状を有している。また、筒
状部１２は、第３の方向Ｄ３における両端に位置する第１の端面１２ａおよび第２の端面
１２ｂを有している。
【００９６】
　図２０および図２１に示したように、筒状部１２は、更に、第１の端面１２ａにおいて
開口し、切替部材１５の一部が収容される収容部１２ｃを有している。図２１に示したよ
うに、本実施の形態では、収容部１２ｃは、いわゆるＤカット形状を有しており、第３の
方向Ｄ３に垂直な断面の形状がＤ字形状である。収容部１２ｃは、平面部１２ｃ１と曲面
部１２ｃ２とを含む内壁を有している。
【００９７】
　図２０に示したように、筒状部１２は、更に、第２の端面１２ｂにおいて開口する凹部
１２ｄを有している。第１の管状部１３は、第３の方向Ｄ３に長い形状を有し、凹部１２
ｄの底部において筒状部１２に接続されている。
【００９８】
　図２０に示したように、第１の管状部１３は、第１の吸引管路送液口１３ａと、第２の
吸引管路送液口１３ｂと、管路１３ｃとを有している。第１の吸引管路送液口１３ａは、
第１の管状部１３における筒状部１２とは反対側の端部に設けられている。第２の吸引管
路送液口１３ｂは、筒状部１２の外周部に設けられている。
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【００９９】
　管路１３ｃは、第１および第２の吸引管路送液口１３ａ，１３ｂならびに筒状部１２の
収容部１２ｃに連通している。管路１３ｃには、切替部材１５の他の一部が収容される。
管路１３ｃの第３の方向Ｄ３に垂直な断面の形状は、円形である。
【０１００】
　図１９および図２０に示したように、第２の管状部１４は、その大部分が第３の方向Ｄ
３に長い形状を有しており、第１の管状部１３と筒状部１２の接続部分の近傍において屈
曲して第１の管状部１３に接続されている。
【０１０１】
　図２０に示したように、第２の管状部１４は、バルーン吸引管路送液口１４ａと、管路
１４ｂとを有している。バルーン吸引管路送液口１４ａは、第２の管状部１４における第
１の管状部１３との接続部分とは反対側の端部に設けられている。管路１４ｂは、バルー
ン吸引管路送液口１４ａおよび第１の管状部１３の管路１３ｃに連通している。
【０１０２】
　図１９ないし図２１に示したように、吸引側接続部材１０は、更に、筒状部１２に埋め
込まれた一対の支持部材１６Ａ，１６Ｂと、第１の管状部１３の外周部に設けられた２つ
の封止部材１７，１８と、第２の管状部１４の外周部に設けられた封止部材１９とを具備
している。支持部材１６Ａ，１６Ｂは、切替部材１５を第３の方向Ｄ３に移動可能に支持
するものであり、その一部が収容部１２ｃの内壁から突出するように設けられている。ま
た、支持部材１６Ａ，１６Ｂは、第３の方向Ｄ３について同じ位置に配置されている。支
持部材１６Ａ，１６Ｂとしては、例えばボールプランジャが用いられる。
【０１０３】
　図２０に示したように、封止部材１７は、第１の管状部１３の前記端部と第２の吸引管
路送液口１３ｂとの間に配置されている。封止部材１８は、第１の管状部１３と第２の管
状部１４の接続部分と、第２の吸引管路送液口１３ｂとの間に配置されている。封止部材
１９は、第２の管状部１４の前記端部の近傍に配置されている。封止部材１７～１９の材
料としては、例えば樹脂が用いられる。
【０１０４】
　図２２に示したように、切替部材１５は、口金部１５Ａと、支持部１５Ｂと、管状部１
５Ｃとを含んでいる。口金部１５Ａには、洗浄液等を導入するために、シリンジ等が装着
される。また、口金部１５Ａは、第３の方向Ｄ３における両端に位置する第１の端面１５
Ａａおよび第２の端面１５Ａｂを有している。支持部１５Ｂは、口金部１５Ａの第２の端
面１５Ａｂに接続されている。管状部１５Ｃは、支持部１５Ｂにおける口金部１５Ａとは
反対側の端部に接続されている。
【０１０５】
　切替部材１５が接続部材本体１１に挿入されている状態では、支持部１５Ｂの少なくと
も一部は、接続部材本体１１の筒状部１２の収容部１２ｃに収容される。本実施の形態で
は、支持部１５Ｂは、いわゆるＤカット形状を有しており、第３の方向Ｄ３に垂直な断面
の形状がＤ字形状である。図２２に示したように、支持部１５Ｂは、平面部１５Ｂａと曲
面部１５Ｂｂとを有している。平面部１５Ｂａおよび曲面部１５Ｂｂは、それぞれ、収容
部１２ｃの内壁の平面部１２ｃ１および曲面部１２ｃ２に対応した形状を有している。
【０１０６】
　また、支持部１５Ｂは、第３の方向Ｄ３について互いに異なる位置に形成された３つの
支持溝１５Ｂｃ１，１５Ｂｃ２，１５Ｂｃ３を有している。支持溝１５Ｂｃ１～１５Ｂｃ
３は、口金部１５Ａ側からこの順に並んでいる。支持溝１５Ｂｃ１～１５Ｂｃ３は、それ
ぞれ、切替部材１５の軸周りの方向に形成されている。支持溝１５Ｂｃ１～１５Ｂｃ３の
断面の形状は、例えばＶ字形状である。
【０１０７】
　切替部材１５を第３の方向Ｄ３に移動させると、支持部材１６Ａ，１６Ｂは、支持溝１
５Ｂｃ１～１５Ｂｃ３に選択的に嵌合する。これにより、第３の方向Ｄ３における切替部



(18) JP 2019-240 A 2019.1.10

10

20

30

40

50

材１５の位置を、支持溝１５Ｂｃ１～１５Ｂｃ３に対応した位置に保持することができる
。
【０１０８】
　切替部材１５が接続部材本体１１に挿入されている状態では、管状部１５Ｃの一部は、
接続部材本体１１の第１の管状部１３の管路１３ｃに収容される。本実施の形態では、管
状部１５Ｃは、第３の方向Ｄ３に延びる円筒形状を有している。図１９は、支持部材１６
Ａ，１６Ｂが支持溝１５Ｂｃ１に嵌合した状態を示している。この状態では、管状部１５
Ｃは、第１の管状部１３の第１の吸引管路送液口１３ａから突出する。
【０１０９】
　図２２に示したように、切替部材１５は、更に、導入口１５ａと、吸引管路送液口１５
ｂと、バルーン吸引管路送液口１５ｃと、管路１５ｄとを含んでいる。導入口１５ａは、
口金部１５Ａの第１の端面１５Ａａに設けられている。吸引管路送液口１５ｂとバルーン
吸引管路送液口１５ｃは、管状部１５Ｃの外周部に設けられている。吸引管路送液口１５
ｂは、管状部１５Ｃにおける支持部１５Ｂとは反対側の端部の近傍に配置されている。バ
ルーン吸引管路送液口１５ｃは、吸引管路送液口１５ｂと支持部１５Ｂとの間に配置され
ている。管路１５ｄは、導入口１５ａ、吸引管路送液口１５ｂおよびバルーン吸引管路送
液口１５ｃに連通している。
【０１１０】
　次に、図２３ないし図２６を参照して、送気／送水側接続部材２０の構成について説明
する。図２３は、送気／送水側接続部材２０の斜視図である。図２３に示したように、送
気／送水側接続部材２０は、接続部材本体２１と、切替部材２５とを具備している。図２
４は、接続部材本体２１の断面図である。図２５は、接続部材本体２１の斜視図である。
図２６は、切替部材２５の斜視図である。接続部材本体２１および切替部材２５は、例え
ば、ステンレス等の金属材料によって形成されている。
【０１１１】
　図２６に示したように、切替部材２５は、第４の方向Ｄ４に長い形状を有している。接
続部材本体２１は、切替部材２５を第４の方向Ｄ４に挿脱できるように、後述する収容部
と管路を有している。
【０１１２】
　図２３ないし図２５に示したように、接続部材本体２１は、筒状部２２と、管状部２３
とを含んでいる。本実施の形態では、筒状部２２は、第４の方向Ｄ４における位置に応じ
て外径が４段階に変化する円筒形状を有している。また、筒状部２２は、第４の方向Ｄ４
における両端に位置する第１の端面２２ａおよび第２の端面２２ｂを有している。
【０１１３】
　図２４および図２５に示したように、筒状部２２は、更に、第１の端面２２ａにおいて
開口し、切替部材２５の一部が収容される収容部２２ｃを有している。図２５に示したよ
うに、本実施の形態では、収容部２２ｃは、いわゆるＤカット形状を有しており、第４の
方向Ｄ４に垂直な断面の形状がＤ字形状である。収容部２２ｃは、平面部２２ｃ１と曲面
部２２ｃ２とを含む内壁を有している。
【０１１４】
　図２３および図２４に示したように、管状部２３は、第４の方向Ｄ４に長い形状を有し
、筒状部２２の第２の端面２２ｂに接続されている。また、図２４に示したように、管状
部２３は、一対の送水管路送液口２３ａ１，２３ａ２と、一対のバルーン送水管路送液口
２３ｂ１，２３ｂ２と、一対の送気管路送液口２３ｃ１，２３ｃ２と、管路２３ｄとを有
している。送水管路送液口２３ａ１，２３ａ２、バルーン送水管路送液口２３ｂ１，２３
ｂ２および送気管路送液口２３ｃ１，２３ｃ２は、管状部２３の外周部に設けられている
。
【０１１５】
　送水管路送液口２３ａ１は、管状部２３における筒状部２２とは反対側の端部の近傍に
配置されている。バルーン送水管路送液口２３ｂ１は、送水管路送液口２３ａ１と筒状部
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２２との間に配置されている。送気管路送液口２３ｃ１は、バルーン送水管路送液口２３
ｂ１と筒状部２２との間に配置されている。送水管路送液口２３ａ２、バルーン送水管路
送液口２３ｂ２および送気管路送液口２３ｃ２は、それぞれ、第４の方向Ｄ４について送
水管路送液口２３ａ１、バルーン送水管路送液口２３ｂ１および送気管路送液口２３ｃ１
と同じ位置に配置されている。
【０１１６】
　管路２３ｄは、送水管路送液口２３ａ１，２３ａ２、バルーン送水管路送液口２３ｂ１
，２３ｂ２、送気管路送液口２３ｃ１，２３ｃ２および筒状部２２の収容部２２ｃに連通
している。管路２３ｄには、切替部材２５の他の一部が収容される。管路２３ｄの第４の
方向Ｄ４に垂直な断面の形状は、円形である。
【０１１７】
　図２３ないし図２５に示したように、送気／送水側接続部材２０は、更に、筒状部２２
に埋め込まれた一対の支持部材２６Ａ，２６Ｂと、管状部２３の外周部に設けられた２つ
の封止部材２７，２８とを具備している。支持部材２６Ａ，２６Ｂは、切替部材２５を第
４の方向Ｄ４に移動可能に支持するものであり、その一部が収容部２２ｃの内壁から突出
するように設けられている。また、支持部材２６Ａ，２６Ｂは、第４の方向Ｄ４について
同じ位置に配置されている。支持部材２６Ａ，２６Ｂとしては、例えばボールプランジャ
が用いられる。
【０１１８】
　図２４に示したように、封止部材２７は、送水管路送液口２３ａ１，２３ａ２とバルー
ン送水管路送液口２３ｂ１，２３ｂ２との間に配置されている。封止部材２８は、バルー
ン送水管路送液口２３ｂ１，２３ｂ２と送気管路送液口２３ｃ１，２３ｃ２との間に配置
されている。封止部材２７，２８の材料としては、例えば樹脂が用いられる。
【０１１９】
　図２６に示したように、切替部材２５は、口金部２５Ａと、支持部２５Ｂと、管状部２
５Ｃとを含んでいる。口金部２５Ａには、洗浄液等を導入するために、シリンジ等が装着
される。また、口金部２５Ａは、第４の方向Ｄ４における両端に位置する第１の端面２５
Ａａおよび第２の端面２５Ａｂを有している。支持部２５Ｂは、口金部２５Ａの第２の端
面２５Ａｂに接続されている。管状部２５Ｃは、支持部２５Ｂにおける口金部２５Ａとは
反対側の端部に接続されている。
【０１２０】
　切替部材２５が接続部材本体２１に挿入されている状態では、支持部２５Ｂの少なくと
も一部は、接続部材本体２１の筒状部２２の収容部２２ｃに収容される。本実施の形態で
は、支持部２５Ｂは、いわゆるＤカット形状を有しており、第４の方向Ｄ４に垂直な断面
の形状がＤ字形状である。図２６に示したように、支持部２５Ｂは、平面部２５Ｂａと曲
面部２５Ｂｂとを有している。平面部２５Ｂａおよび曲面部２５Ｂｂは、それぞれ、収容
部２２ｃの内壁の平面部２２ｃ１および曲面部２２ｃ２に対応した形状を有している。
【０１２１】
　また、支持部２５Ｂは、第４の方向Ｄ４について互いに異なる位置に形成された３つの
支持溝２５Ｂｃ１，２５Ｂｃ２，２５Ｂｃ３を有している。支持溝２５Ｂｃ１～２５Ｂｃ
３は、口金部２５Ａ側からこの順に並んでいる。支持溝２５Ｂｃ１～２５Ｂｃ３は、それ
ぞれ、切替部材２５の軸周りの方向に形成されている。支持溝２５Ｂｃ１～２５Ｂｃ３の
断面の形状は、例えばＶ字形状である。
【０１２２】
　切替部材２５を第４の方向Ｄ４に移動させると、支持部材２６Ａ，２６Ｂは、支持溝２
５Ｂｃ１～２５Ｂｃ３に選択的に嵌合する。これにより、第４の方向Ｄ４における切替部
材２５の位置を、支持溝２５Ｂｃ１～２５Ｂｃ３に対応した位置に保持することができる
。
【０１２３】
　切替部材２５が接続部材本体２１に挿入されている状態では、管状部２５Ｃの少なくと
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も一部は、接続部材本体２１の管状部２３の管路２３ｄに収容される。本実施の形態では
、管状部２５Ｃは、第４の方向Ｄ４に延びる円筒形状を有している。
【０１２４】
　図２６に示したように、切替部材２５は、更に、導入口２５ａと、一対の送液口２５ｂ
１，２５ｂ２と、管路２５ｃとを含んでいる。導入口２５ａは、口金部２５Ａの第１の端
面２５Ａａに設けられている。送液口２５ｂ１，２５ｂ２は、管状部２５Ｃの外周部に設
けられている。送液口２５ｂ１は、管状部２５Ｃにおける支持部２５Ｂとは反対側の端部
の近傍に配置されている。送液口２５ｂ２は、第４の方向Ｄ４について送液口２５ｂ２と
同じ位置に配置されている。管路２５ｃは、導入口２５ａおよび送液口２５ｂ１，２５ｂ
２に連通している。
【０１２５】
（吸引側接続部材の作用および効果）
　次に、図２７ないし図２９を参照して、吸引側接続部材１０の作用および効果について
説明する。図２７ないし図２９は、洗浄アダプタ１を内視鏡１００の操作部１３０に取り
付けた状態を示している。なお、図２７ないし図２９では、便宜上、吸引側接続部材１０
の一部の構成要素の形状および配置を、実際とは異なる態様で描いている。また、図２７
ないし図２９では、吸引側接続部材１０以外の洗浄アダプタ１の構成要素を省略している
。
【０１２６】
　図２７および図２８に示したように、洗浄アダプタ１を内視鏡１００の操作部１３０に
取り付けた状態では、接続部材本体１１の第１の管状部１３の第１の吸引管路送液口１３
ａは、処置具挿通チャンネル１１８に連通し、接続部材本体１１の第１の管状部１３の第
２の吸引管路送液口１３ｂは、吸引管路１６３に連通している。また、図２９に示したよ
うに、この状態では、接続部材本体１１の第２の管状部１４のバルーン吸引管路送液口１
４ａは、バルーン吸引管路１６４に連通している。
【０１２７】
　また、図２７ないし図２９は、切替部材１５を第３の方向Ｄ３に移動させて、支持部材
１６Ａ，１６Ｂを、切替部材１５の支持部１５Ｂの支持溝１５Ｂｃ１～１５Ｂｃ３に選択
的に嵌合させた状態を示している。図２７は、支持部材１６Ａ，１６Ｂを支持溝１５Ｂｃ
１に嵌合させた状態を示している。図２８は、支持部材１６Ａ，１６Ｂを支持溝１５Ｂｃ
２に嵌合させた状態を示している。図２９は、支持部材１６Ａ，１６Ｂを支持溝１５Ｂｃ
３に嵌合させた状態を示している。
【０１２８】
　図２７に示した状態では、切替部材１５の管状部１５Ｃのうち吸引管路送液口１５ｂを
含む部分が、第１の吸引管路送液口１３ａから突出する。これにより、切替部材１５の導
入口１５ａと処置具挿通チャンネル１１８とを結ぶ流路が形成される。これにより、洗浄
液等を導入口１５ａから処置具挿通チャンネル１１８に送液することが可能になる。封止
部材１７は、上記流路を形成するために用いられる。
【０１２９】
　図２８に示した状態では、切替部材１５の吸引管路送液口１５ｂが、第２の吸引管路送
液口１３ｂに連通する。これにより、切替部材１５の導入口１５ａと吸引管路１６３とを
結ぶ流路が形成される。これにより、洗浄液等を導入口１５ａから吸引管路１６３に送液
することが可能になる。封止部材１７，１８は、上記流路を形成するために用いられる。
【０１３０】
　なお、図２７および図２８に示した状態では、切替部材１５のバルーン吸引管路送液口
１５ｃは、第１の管状部１３の管路１３ｃの内壁よって塞がれている。
【０１３１】
　図２９に示した状態では、切替部材１５のバルーン吸引管路送液口１５ｃが、接続部材
本体１１の第２の管状部１４の管路１４ｂに連通する。これにより、切替部材１５の導入
口１５ａとバルーン吸引管路１６４とを結ぶ流路が形成さる。これにより、洗浄液等を導
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入口１５ａからバルーン吸引管路１６４に送液することが可能になる。封止部材１９は、
上記流路を形成するために用いられる。なお、図２９に示した状態では、切替部材１５の
吸引管路送液口１５ｂは、第１の管状部１３の管路１３ｃの内壁よって塞がれている。
【０１３２】
　ところで、吸引側接続部材１０を用いずに、吸引用シリンダ１３２の開口部から洗浄液
を導入して、内視鏡１００の内部の複数の管路に対して洗浄液を送液することも考えられ
る。この場合には、複数の管路に対して洗浄液が同時に送液されるため、洗浄液が分散し
て、それぞれの管路を流れる洗浄液の流量が減少する。また、一般的に、複数の管路の管
路径は同一ではないため、それぞれの管路を流れる洗浄液の流量に差が生じる。管路径が
小さい管路では、これによっても、管路を流れる洗浄液の流量が減少する。管路径が小さ
い管路を十分に洗浄するためには、洗浄作業の回数を増やさなければならず、使用者の負
担が大きくなる。特に、本実施の形態における内視鏡１００のような超音波内視鏡では、
管路の数が比較的多くなり、上記の問題が顕著に生じる。
【０１３３】
　これに対し、本実施の形態では、第３の方向Ｄ３における切替部材１５の位置を変更す
ることによって、処置具挿通チャンネル１１８、吸引管路１６３およびバルーン吸引管路
１６４の中から洗浄液が送液される管路を選択することができる。これにより、本実施の
形態によれば、各管路に対して十分な流量の洗浄液を送液することができ、その結果、洗
浄作業の回数を低減して、使用者の負担を軽減することができる。
【０１３４】
（送気／送水側接続部材の作用および効果）
　次に、図３０ないし図３２を参照して、送気／送水側接続部材２０の作用および効果に
ついて説明する。図３０ないし図３２は、洗浄アダプタ１を内視鏡１００の操作部１３０
に取り付けた状態を示している。なお、図３０ないし図３２では、便宜上、送気／送水側
接続部材２０の一部の構成要素の形状および配置を、実際とは異なる態様で描いている。
また、図３０ないし図３２では、送気／送水側接続部材２０以外の洗浄アダプタ１の構成
要素を省略している。
【０１３５】
　図３０ないし図３２に示したように、洗浄アダプタ１を内視鏡１００の操作部１３０に
取り付けた状態では、接続部材本体２１の管状部２３の送水管路送液口２３ａ１，２３ａ
２は、送水管路１６７，１６８に連通し、管状部２３のバルーン送水管路送液口２３ｂ１
，２３ｂ２は、バルーン送水管路１６９に連通し、管状部２３の送気管路送液口２３ｃ１
，２３ｃ２は、送気管路１６５，１６６に連通している。
【０１３６】
　また、図３０ないし図３２は、切替部材２５を第４の方向Ｄ４に移動させて、支持部材
２６Ａ，２６Ｂを、切替部材２５の支持部２５Ｂの支持溝２５Ｂｃ１～２５Ｂｃ３に選択
的に嵌合させた状態を示している。図３０は、支持部材２６Ａ，２６Ｂを支持溝２５Ｂｃ
１に嵌合させた状態を示している。図３１は、支持部材２６Ａ，２６Ｂを支持溝２５Ｂｃ
２に嵌合させた状態を示している。図３２は、支持部材２６Ａ，２６Ｂを支持溝２５Ｂｃ
３に嵌合させた状態を示している。
【０１３７】
　図３０に示した状態では、切替部材２５の送液口２５ｂ１，２５ｂ２が、送水管路送液
口２３ａ１，２３ａ２に連通する。これにより、切替部材２５の導入口２５ａと送水管路
１６７，１６８とを結ぶ流路が形成される。これにより、洗浄液等を導入口２５ａから送
水管路１６７，１６８に送液することが可能になる。封止部材２７は、上記流路を形成す
るために用いられる。
【０１３８】
　図３１に示した状態では、切替部材２５の送液口２５ｂ１，２５ｂ２が、バルーン送水
管路送液口２３ｂ１，２３ｂ２に連通する。これにより、切替部材２５の導入口２５ａと
バルーン送水管路１６９とを結ぶ流路が形成される。これにより、洗浄液等を導入口２５
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ａからバルーン送水管路１６９に送液することが可能になる。封止部材２７，２８は、上
記流路を形成するために用いられる。
【０１３９】
　図３２に示した状態では、切替部材２５の送液口２５ｂ１，２５ｂ２が、送気管路送液
口２３ｃ１，２３ｃ２に連通する。これにより、切替部材２５の導入口２５ａと送気管路
１６５，１６６とを結ぶ流路が形成される。これにより、洗浄液等を導入口２５ａから送
気管路１６５，１６６に送液することが可能になる。封止部材２８は、上記流路を形成す
るために用いられる。
【０１４０】
　ところで、送気／送水側接続部材２０を用いずに、送気／送水用シリンダ１３３の開口
部から洗浄液を導入して、内視鏡１００の内部の複数の管路に対して洗浄液を送液するこ
とも考えられる。この場合には、吸引側接続部材１０を用いずに内視鏡１００の内部の複
数の管路に対して洗浄液を送液する場合に生じる問題と同様の問題が生じる。これに対し
、本実施の形態では、第４の方向Ｄ４における切替部材２５の位置を変更することによっ
て、送水管路１６７，１６８の組、バルーン送水管路１６９、および送気管路１６５，１
６６の組の中から洗浄液が送液される管路を選択することができる。これにより、本実施
の形態によれば、各管路に対して十分な流量の洗浄液を送液することができ、その結果、
洗浄作業の回数を低減して、使用者の負担を軽減することができる。
【０１４１】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１４２】
１…洗浄アダプタ、１０…吸引側接続部材、１１…接続部材本体、１５…切替部材、２０
…送気／送水側接続部材、２１…接続部材本体、２５…切替部材、３０…連結板、４０…
固定機構、４１…第１の固定部材、４２…第２の固定部材、５０…操作部材、５１…頭部
、５２…柱状部、５３…摺動部、１００…内視鏡、１３０…操作部、１３２…吸引用シリ
ンダ、１３３…送気／送水用シリンダ、１３８，１３９…フランジ部。
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